
 

総務委員会・分科会  会議記録  

   

１  期 日   令和７年３月 18日（火）  

              午前９時 25分  開会  

              午前 11時８分  閉会  

 

 

２  場 所   第１委員会室  

３  出 席 委 員    委  員  長  村岡  峰男  

            副委員長  芹澤  正志  

            委   員  芦田  竹彦、石田  清、  

                 岡本  昭治、西田   真、  

                  

４  欠 席 委 員    なし  

５  説 明 員   （別紙のとおり）  

６  傍 聴 議 員    なし  

７  事 務 局 職 員    主   幹  堂垣  真弓  

８  会議に付した事件    （別紙のとおり）  

   

             総務委員長    村岡  峰男  

 



総 務 委 員 会（ 分 科 会 ）次 第 

 
2025年３月18日（火）９：30～ 

第１委員会室 

 

１ 開会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

(1) 付託・分担案件の審査について <２頁> 

ア 委員会審査 

 

 

イ 分科会審査 

 

 

(2) 意見・要望のまとめについて 

ア 委員会意見・要望のまとめ 

 

 

イ 分科会意見・要望のまとめ 

 

 

(3) 閉会中の継続審査申出について <５頁> 

 

 

４ その他 

 

 

５ 閉会 
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令和７年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託表 

 

【 総 務 委 員 会 】 

  第２号議案 豊岡市過疎地域持続的発展計画の変更について 

  第３号議案 豊岡市辺地総合整備計画の策定について 

   第10号議案 豊岡市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正す

る条例制定について 

   第11号議案 豊岡市職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び豊岡市職員の育児

休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 

 第36号議案 令和７年度豊岡市管理会財産区特別会計予算 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【 総 務 分 科 会 】 

  第18号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第11号） 

  第28号議案 令和７年度豊岡市一般会計予算 

※ 第18号議案及び第28号議案中の人件費分は、総務分科会に一括分担する。 
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 令和７年３月定例会  

総務委員会（分科会） 審査日程表 

審 査 日 程 所管（出席対象）部署 審  査  内  容 

３月17日（月） 
９：30～ 

 
第１委員会室 
 

【議会事務局】 

【市長公室】秘書広報課、経営企画課、 

DX･行財政改革推進課 

【行政管理部】財政課、資産活用課 

【危機管理部】危機管理課 

【市民部】税務課 

【消防本部】総務課、予防課、警防課 

【分科会】 

《令和７年度一般会計予算議案》 

＜説明、質疑＞ 

○第28号議案 

 

３月17日（月） 
13：00～ 

 
第１委員会室 
 

【総務部】総務課、人事課 

【くらし創造部】地域づくり課、 

多様性推進・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ対策課 

【各振興局】地域振興課（総務担当） 

【会計管理者】会計課 

【選管監査委員事務局】 

【委員会】 

《令和７年度管理会財産区特別会計予算

議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第36号議案 

 

【分科会】 

《令和７度一般会計予算議案》 

＜説明、質疑＞○第28号議案 

※委員のみ ＜討論、表決＞○第28号議案 

 

《委員会審査意見・要望のまとめ》 

《分科会審査意見・要望のまとめ》 

３月18日（火） 
９：30～ 

 
第１委員会室 
 

【議会事務局】 

【市長公室】経営企画課、 

DX･行財政改革推進課 

【行政管理部】財政課、資産活用課 

【危機管理部】危機管理課 

【市民部】税務課 

【消防本部】総務課、警防課 

【委員会】 

《議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第２号議案 ○第３号議案 

○第10号議案  

 

【分科会】 

《令和６年度一般会計補正予算議案》 

＜説明、質疑＞ 

○第18号議案 

３月18日（火） 
10：30～ 

 
第１委員会室 
 

【総務部】総務課、人事課 

【くらし創造部】地域づくり課、 

多様性推進・ｼﾞｪﾝﾀﾞｰｷﾞｬｯﾌﾟ対策課 

【各振興局】地域振興課（総務担当） 

【会計管理者】会計課 

【選管監査委員事務局】 

 

【委員会】 

《議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第11号議案 

 

【分科会】 

《令和６年度一般会計補正予算議案》 

＜説明、質疑、討論、表決＞ 

○第18号議案 

※委員のみ 《委員会審査意見・要望のまとめ》 

《分科会審査意見・要望のまとめ》 

※ 総務分科会での説明は、基本的に①財政課（全体概要含む）、②人事課（人件費含む）、③その他の課（組

織順）の流れでお願いします。 
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石田　　清

西田　　真

6名

山口 繁樹 税務課長 中奥 　実

議会事務局次長 坂本 英津子 税務課参事 和田 征之 

谷口 雄彦 地域振興課長 山根 哲也

秘書広報課長 藤本 　充

経営企画課長 真狩 直哉 地域振興課長 小林 昌弘

ＤＸ・行財政改革推進課長 若森 洋崇

地域振興課長 吉田 政明

野村 亮太

財政課長 長谷川 幹人 地域振興課長 三宅 　徹

財政課参事 宇野 友喜

資産活用課長 植田 孝志 地域振興課長 道下　 一

畑中 聖史 会計課長 西村 嘉通 

危機管理課長 木下 喜晴

井﨑 博之

総務部長(会計管理者) 宮代 将樹 中地 　修

総務課長 太田垣 健二 田中 陽一

総務課参事(文書法制担当) 山本 慎二 予防課長 井上 光彦

人事課長 岡 　亮吾

選管監査事務局長 中川 光典

谷岡 慎一 選管監査事務局次長 竹内　健作

地域づくり課長 井上 靖彦

前半　16名 説明員計 29名

後半　13名

議会事務局主幹 堂垣 真弓

計 36名

副 委 員 長 芹澤　正志

2024年度　豊岡市議会総務委員会名簿 2025年3月18日(火)

【総務委員】

委 員 長 村岡　峰男

市長公室長

委 員

芦田　竹彦

岡本　昭治

【説明員】  ※出席者に着色しています

議会事務局 市民部

行政管理部長 出石振興局

議会事務局長

市長公室 城崎振興局

竹野振興局

日高振興局

行政管理部

選挙管理委員会・監査委員事務局

但東振興局

危機管理部 会計課

危機管理部長

消防本部

総務部 消防長

消防本部参事兼総務課長

消防本部参事兼警防課長

【担当事務局職員】

くらし創造部

くらし創造部長

多様性推進・ジェンダー
ギャップ対策課長

木内 純子



 

2024 年度  総務委員会の重点調査事項 

 

１ 基本構想と市政運営について 

 

２ 地方創生施策の推進について 

 

３ 移住定住・人口減少対策について 

 

４ 地方財政及び行財政改革について 

 

５ 公共施設マネジメントについて 

 

６ 自治体ＤＸの課題と推進について 

 

７ 消防行政の推進について 

 

８ 地域コミュニティの推進について 

 

９ ジェンダーギャップ解消の推進について 

 

-5-



 1 

午前９時２５分 委員会開会 

○委員長（村岡 峰男） おはようございます。皆さ

ん、おそろいですので、ただいまから総務委員会を

開会いたします。 

 改めまして、おはようございます。昨日に続いて

の総務委員会、あるいは分科会になります。改めて

挨拶はしませんけども、昨日よりは今日は外が明る

いなと、春が近いのかなと。外はこちらからは見え

ませんけども、皆さんのほうからは明るさがよく分

かるのかなと思っています。どうぞよろしくお願い

いたします。 

 それでは、委員の皆さんはどうぞＳｉｄｅＢｏｏ

ｋｓ上のフォルダ、ホーム、総務委員会、総務０７．

０３．１８が本日の委員会のフォルダです。そこに

本日の委員会の資料を配信しております。 

 本日の当局出席者についてでありますが、審査日

程表に合わせ、前半、後半の２グループに分けて、

所管部署の職員に出席をいただくよう要請してお

ります。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては要点を押さえ、簡潔明瞭に行

っていただき、スムーズな議事進行にご協力をお願

いをします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようにお願い

をしておきます。 

 それでは、早速議事に入ります。 

 まず、協議事項、（１）付託・分担案件の審査に

ついて、ア、委員会審査に入ります。 

 まず、第２号議案、豊岡市過疎地域持続的発展計

画の変更についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 経営企画課、真狩課長、どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 議案書の１９ページ

をご覧ください。第２号議案、豊岡市過疎地域持続

的発展計画の変更についてご説明いたします。 

 本案は、２０２１年に策定した２０２１年度から

２０２５年度までの５か年の豊岡市過疎地域持続

的発展計画の一部を変更するため、過疎地域の持続

的発展の支援に関する特別措置法の規定により、議

会の議決を求めるものです。 

 変更の理由は、令和７年度において過疎対策事業

債を有効に活用するため、新たな事業の追加及び事

業内容の修正を行うためです。 

 計画内容の変更は２１ページから２３ページの

新旧対照表に記載しています。 

 ２１ページをご覧ください。２、産業の振興では、

竹野温泉配湯車の購入を追加しています。 

 ４、交通施設の整備、交通手段の確保では、大師

山線の舗装工事をはじめ３事業を変更及び追加を

しています。 

 ２２ページをご覧ください。５、生活環境の整備

では、観光地の災害対応あり方検討業務を追加して

います。 

 ２３ページには、過疎ソフト事業を再掲していま

す。 

 参考資料として、全体の変更案を配付させていた

だいていますので、ご清覧くださいますようお願い

いたします。 

 本計画に掲載している事業の実施に当たっては、

実施時点での財政状況を踏まえ、過疎債を有効に活

用したいと考えています。 

 説明は以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 どうぞ。 

○委員（西田  真） １点だけ確認させてください。 

 竹野温泉の配湯車購入なんですけど、これは新規

で購入の車両か、それとも更新か、そして金額も含

めてちょっとお知らせいただければと思います、そ

の予定かどうかということですね。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 新規の購入になりま

す。 

○委員（西田  真） 金額は。 

○委員長（村岡 峰男） 値段。 

 どうぞ。 
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○経営企画課長（真狩 直哉） 金額ですが、１，０

８７万７，０００円です。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（村岡 峰男） いいですか。 

○委員（西田  真） はい。 

○委員長（村岡 峰男） ほかにありませんか。あり

ませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認めます。よ

って、第２号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 次は、第３号議案、豊岡市辺地総合整備計画の策

定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 経営企画課、真狩課長、どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） ２５ページをご覧く

ださい。第３号議案、豊岡市辺地総合整備計画の策

定についてご説明いたします。 

 本案は、辺地に係る公共的施設の総合整備のため

の財政上の特別措置等に関する法律の規定により、

令和７年度に辺地地域で実施する公共的施設の整

備に対し財政上の特別措置を受けるため、６の総合

整備計画を定めることについて議会の議決を求め

るものです。 

 ２７ページからの豊岡市辺地総合整備計画（案）

をご覧ください。計画の内容につきましてご説明い

たします。 

 ２９ページをご覧ください。豊岡市内町辺地にお

いての基盤整備促進事業についてです。効率的に管

理可能な農地整備を行っていますが、想定より土質

が悪かったことに伴う地盤改良工の追加に伴い事

業期間を２年間延ばすことと昨今の資材価格の高

騰等により事業費を６，６８１万円の増額としてい

ます。計画期間は令和３年度からの７年間、総事業

費は４億１，０５１万円です。 

 続いて、３１ページをご覧ください。豊岡市奥野

辺地においての２事業です。 

 １つは市道奥野久美浜線道路補修事業です。盛土

ののり面、切土のり面の崩壊箇所の補修工事を行っ

ています。総事業費は５，１２０万円です。 

 次に、市道奥野線道路補修事業です。吸い出しに

よる道路の陥没、擁壁のはらみが起きているため、

道路擁壁を改良するとともに、道路拡幅を行うもの

です。総事業費は１，２５２万円です。 

 以上２事業で、計画期間は令和４年度からの５年

間、総事業費は６，３７２万円です。 

 続いて、３３ページをご覧ください。日高町観音

寺辺地においての２事業です。 

 １つは市道栗山妙見線の道路補修事業です。計画

区間は床版によって拡幅された道路ですが、そのコ

ンクリート部材の老朽化が激しいため、補修工事を

行っているものです。計画期間を令和４年度からの

４年間とし、総事業費は４，４００万円です。 

 次に、市道観音寺味噌谷線、観音寺旧橋の橋梁長

寿命化事業です。床版の腐食の状況から補修から架

け替えへの事業の実施方法を見直したことにより、

総事業費を１，０００万円の増額としています。総

事業費は２，５００万円です。 

 以上２事業で、計画期間は令和４年度からの４年

間、事業費は６，９００万円です。 

 続いて、３５ページをご覧ください。日高町栗栖

野辺地においての３事業です。 

 １つは、道の駅「神鍋高原」整備事業です。道の

駅「神鍋高原」の長寿命化を含めた機能強化を行う

ことにより、地域の魅力をさらに高めようとしてい

るものです。事業内容の精査により、事業費を１９

７万４，０００円の増額としています。総事業費は

２億１，７７９万円です。 

 次の神鍋診療所医療機器整備事業は、医療機器の

整備を行うものです。総事業費は４９０万円です。 

 市道神鍋山頂線側溝修繕事業は、道路側溝の老朽
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化による破損と勾配不良区間の修繕です。総事業費

は２５０万円です。 

 以上３事業で、計画期間は令和５年度からの３年

間、総事業費は２億２，５１９万円です。 

 ３８ページをご覧ください。日高町山田辺地にお

いての市道栗栖野山田線での側溝修繕事業です。土

質が悪く、掘削経費や処分費が増となり、事業費を

２００万円の増としました。計画期間は令和５年度

からの２年間、総事業費は１，２５０万円です。 

 ４０ページをご覧ください。出石町奥小野ほか２

辺地において、小坂小学校スクールバス整備事業を

行うものです。令和８年４月に小野小学校と小坂小

学校が統合する計画で準備が進んでいます。統合後

の存続校は小坂小学校が予定されており、遠距離と

なる児童の通学手段としてスクールバスを整備す

るものです。計画期間は令和７年度の１年間、総事

業費は１，４０２万９，０００円です。 

 これらの事業の財源として辺地対策事業債を有

効に活用し、市民の利便性向上に努めてまいります。 

 説明は以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 どうぞ。 

○委員（西田  真） ちょっと確認をさせてくださ

い。 

 今さらとか言われると思いますけど、辺地度点数

の説明と、そして各事業の合計欄、一般財源のうち

辺地対策事業の、予定額、これの最終の金額のまと

め方、１０万円でまとめとるとか１００万円でまと

めとるとか、そういう金額のまとめの説明、どうい

う格好でまとめとられるんか、その辺を確認をさせ

てください。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ、答弁をお願いしま

す。 

 はい。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 辺地度点数について

のご質問でした。 

 指定の要件といいますか、基準がありまして、そ

の地域の中心を含む５平方キロメートル以内の面

積の中に５０人以上の人口を有することっていう

のがありますし、辺地度点数としましては役場、本

庁舎ですけども、医療機関、郵便局、小・中学校、

駅、または停留所等までの距離が遠隔であるという

ことなどのへんぴなといいますか、の程度を示す点

数というのがございますので、それによって、基づ

いて１００点以上であることっていうふうなこと

からこういった辺地を指定しているというような

ことになっています。 

 それから、事業費のところの数字の丸め方といい

ますか、特に事業費そのものを丸めてるということ

はございません。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 財源内訳で特定財源と一般財

源があるんですけど、一般財源のうち辺地の事業債

の予定額というところの一番最後の金額、例えば６，

３７０万円とか、いろいろとあるんですけど、万円

単位でまとめとったり、１０万円単位でまとめとっ

たり、そういうことがあるんで、その辺はどういう

まとめ方ですかというのとさっきの辺地度点数な

んですけど、説明がよう分からへんので、もうちょ

っと分かりやすい説明をしていただければと思い

ます。何か１００点以上だったらいうことで分かり

ますけど、いろいろと点数が違いますんで、こうい

う基準だったら何点プラスになるとか、そういうこ

とをちょっと分かりやすく説明していただければ

と思います。以上です。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 最初に、辺地対策事

業債の予定のところですけども、これにつきまして

は１０万円単位ということになります。 

 それと、もう一つ、辺地度点数のところですけど

も、ちょっとお時間をください。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） すみません、ちょっと確認さ

せてください。１０万円単位じゃないとこもあった

んで、ちょっとその辺がいろいろあるなと思っとっ

たんですけど、１０万円単位になってましたか。 

○委員長（村岡 峰男） １，０００円単位もあるで。 
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○委員（西田  真） たしかまとめが一定じゃない

んですよ。だから、その質問をしておるんですけど

ね。（「えっ、１０万円単位じゃないですか」と呼

ぶ者あり）全部１０万円単位でしたか。（「全部１

０万円単位だと思う」と呼ぶ者あり）そうですか。

（「うん」「いやいや、１，０００円単位もある」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（村岡 峰男） うん、一番最初の……。 

○委員（西田  真） 一般……（「一番最初」と呼

ぶ者あり）たしか全部一緒じゃなかったような感じ

がしたんですけど。（「１０万単位」「３，８１０

万円ていうのもある」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村岡 峰男） ３，８４７万２，０００円

っていうのもある。（「これ、一般財源ですよね」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（村岡 峰男） うん、一般財源。 

○委員（西田  真） いや、一般財源じゃないです

よ、辺地対策事業債の予定額の分のとこを言っとる

んで。（「質問に関連して」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村岡 峰男） ちょっと待って。 

 ほんなら、石田委員、どうぞ。 

○委員（石田  清） 充当率は何％ですか。 

○委員長（村岡 峰男） はい。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 充当率は１００％で

す。 

○委員（石田  清） １００％、いいますと、西

田委員との関連ですけど、３，８４７万２，０００

円で１００％というと、３，８４０万じゃないかと

いうご意見だと思うんですけど。 

○委員長（村岡 峰男） 分かりますか、質問の趣旨

が。どないか。はい。 

○経営企画課長（真狩 直哉） すみません、確認を

しますのでしばらく、後ほどお答えさせていただき

ます。 

○委員長（村岡 峰男） お願いします。 

 ほかに。 

○委員（岡本 昭治） いいですか。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（岡本 昭治） すみません、総合整備計画の

うちの個別事業の中の内町の件ですけども、ちょっ

と確認だけさせてください。 

 ここは用排水路の管路化及び区画拡大とされと

るんですけども、対象面積がここに、どっか書いて

ありますかね。書いてないと思われるのと今お聞き

してたように、充当率１００％ということは地元負

担はゼロになるということで理解してよろしいん

でしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） この内町でなくて、全事業。 

○委員（岡本 昭治） いやいや、内町の部分だけで

す。個別ので。 

○委員長（村岡 峰男） 内町の圃場整備ですね。 

○委員（岡本 昭治） はい。 

○委員長（村岡 峰男） どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 確認して、後ほど答

えさせていただきます。 

○委員長（村岡 峰男） ２つ宿題が残りましたが、

あと、どうですか。 

 どうぞ。 

○委員（芹澤 正志） すみません、神鍋のホテルの

オープン以来の集客の動向っていうのが分かりま

すでしょうか。 

○委員長（村岡 峰男） 今の議案のこのまま。 

○委員（芹澤 正志） いや、さっきの神鍋の集客の

あれで。 

○委員長（村岡 峰男） 違う違う。（「マリオット

の」と呼ぶ者あり） 

○委員（芹澤 正志） マリオットの、そう、道の駅

のところの。（「そこまで書いてないかな」と呼ぶ

者あり）いやいや、集客力向上のためって書いてあ

るんで、どんなかなと思って。 

○委員長（村岡 峰男） 分かるか。分からないか。 

 どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 調べて、後ほどお答

えさせていただきます。 

○委員長（村岡 峰男） ほかどうですか。 

 私も１点だけ、事業年度がいろいろと、４年度か

らとか５年度から、今年度で終わりますね、３年と

か４年とか、これ見とったら。いうことでいいんで
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すね。３年度から始まって、４年間とか言われるの、

ずっと見とると、大体、今年で終わるんかなと思う

んだけど。（「期間は違いますね」と呼ぶ者あり）

違うんだけどな。違うんだけど、入っとるの。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 言われるとおり、終

わるものもあります。 

○委員長（村岡 峰男） 終わるものもある。（「来

年のもあるし、いろいろだ」と呼ぶ者あり）令和４

年度からとか令和５年度からっていうのはその年

から始まってのですね。令和４年っていうのは令和

４年からですね。 

○経営企画課長（真狩 直哉） あくまでその事業が

スタートしたときが令和４年とか令和３年とかっ

ていうふうに掲載していますので、スタート時点で

の年度となっています。 

○委員長（村岡 峰男） どうしましょう。調べて、

後からっていうのは相当後になりますか。 

○経営企画課長（真狩 直哉） 少し後になります。 

○委員長（村岡 峰男） じゃあ、残した質問の方、

どうしましょう。ここで結論出すわけにいきません

ね。（「いや、いいですよ」「もう、あれですよ、

後で報告で」「もう資料出してください、後で」と

呼ぶ者あり） 

○経営企画課長（真狩 直哉） 分かりました。（「委

員長にね」と呼ぶ者あり）はい。（「そしたら、私

らに回りますんで」「問題ないですけど、確認だけ

ですので」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村岡 峰男） いいですか。 

 じゃあ、その旨、進めていいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） じゃあ、質疑を打ち切りま

すね。質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認めます。よ

って、第３号議案は、原案のとおり可決すべきもの

と決定しました。 

 じゃあ、後で資料をお願いします。 

○経営企画課長（真狩 直哉） はい、分かりました。 

○委員長（村岡 峰男） 次は、第１０号議案、豊岡

市行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利

用に関する条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 ＤＸ・行財政改革推進課、若森課長、どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） ６９ペ

ージをご覧ください。第１０号議案、豊岡市行政手

続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関す

る条例の一部を改正する条例制定についてご説明

いたします。 

 本案は、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律等の改正に伴い

所要の規定の整備を行うものです。 

 ７２ページをご覧ください。条例案要綱により説

明いたします。 

 １の改正の内容ですが、（１）では行政手続にお

ける特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律の改正に伴い引用する規定の項番号を

改めることとしています。（２）では、生活保護法

及び児童手当法の改正に伴い所要の規定の整理を

行うこととしております。いずれも法律が改正され

て、項番号や用語が変わったので、条例を改正しな

いと条例が読めなくなるための改正です。この条例、

マイナンバーの利用に関する条例ですけども、その

規定に本質的な変更はありません。 

 ２の附則で、この条例は令和７年４月１日から施

行すること、ただし、別表第２の改正規定は公布の

日から施行することとしています。 

 ７３ページ以降に新旧対照表を添付しておりま

すので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 説明は終わりました。 
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 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認めます。よ

って、第１０号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前９時５２分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時５２分 分科会開会 

○分科会長（村岡 峰男） 分科会を開会します。 

 これより３番、協議事項、（１）付託・分担案件

の審査について、イの分科会審査に入ります。 

 次に、第１８号議案、令和６年度豊岡市一般会計

補正予算（第１１号）を議題といたします。 

 第１８号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは所管事項に係る歳入予算補正、全項目の人件

費を含む歳出予算補正、繰越明許費補正、債務負担

行為補正及び地方債補正についてであります。 

 本案は、年度末における入札残や事業費の確定に

伴うもののほか３月末までの支出予定の精査によ

る不用額等の減額が主なものであります。 

 十分な質疑時間を確保するためにも、当局には不

用額等の減額の場合は高額な部分を、また、不用額

等以外の場合は特に必要があると思われる部分を

説明いただくよう依頼しております。よって、その

ような部分がない部署からは説明がありませんの

で、委員の皆さんはそのようにご理解願います。も

ちろん質疑は可能です。 

 当局の説明は、まず財政課から全体概要を含めて

説明をいただき、その後、組織順で各担当課から歳

出及び歳入等を一気に説明願います。 

 それでは、順次説明願います。 

 まず、財政課、財政課長、長谷川課長、どうぞ。 

○財政課長（長谷川幹人） 議案書の１５９ページを

ご覧ください。１５９ページでございます。第１８

号議案、令和６年度一般会計補正予算（第１１号）

でございます。 

 第１条で、歳入歳出それぞれ１１億９，２０４万

６，０００円を減額しまして、総額を５１９億２，

１７８万８，０００円とするものでございます。 

 第２条で繰越明許費を、第３条で債務負担行為を、

第４条で地方債の補正を行っております。 

 １６４ページ、１６５ページをご覧ください。繰

越明許費補正では、庁舎管理費をはじめ年度内にそ

の支払いが終わらない２８事業、１１億９，６３９

万７，０００円を追加しまして、１事業を変更する

ものでございます。 

 １６６ページをご覧ください。債務負担行為の補

正では２事項の廃止、４事項の限度額を変更を行っ

ております。 

 １６７ページから１６９ページをご覧ください。

地方債の補正では、２２事業の限度額を変更してお

ります。 

 なお、先ほどありましたように、この第１１号補

正はほとんどが減額でして、主に入札減、事業費の

確定に伴うもの、それから３月末までの支出予定額

の精査により不用額の整理を行うものでございま

す。 

 概要につきましては以上でございます。 

 続きまして、財政課分を説明いたします。 

 財政課の所管しているのは歳入のみでございま

す。 

 １８２ページ、１８３ページをご覧ください。１

６款国庫支出金の一番下の段、地方創生臨時交付金

です。これ、昨日、石田委員のほうからご質問があ

りました、いわゆるひもつきの臨時交付金でありま

して、５，１５０万円を減額するものでございます。

これ、社会福祉課の所管をしております低所得世帯

生活支援給付金であったり、定額減税補足給付金の

事業費確定に伴う減額といったことになります。 

 １９０ページ、１９１ページをご覧ください。一
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番下の枠、２０款繰入金の１段目、財政調整基金繰

入金ですが、７億２９９万２，０００円を減額をし

ております。このうち６億８，０１３万３，０００

円分は財源不足分の収支調整として繰り入れまし

たものを減額するもので、それでもまだ繰入額は３

億５，０００万円残ってる状況といったことになり

ます。 

 １９２ページ、１９３ページをご覧ください。上

から２枠目、２１款繰越金の前年度繰越金ですが、

１億５，６４３万９，０００円を増額してます。こ

れにより繰越金につきましては全て予算化し、保留

額はゼロといった形になります。最終的な繰越金額

としましては１１億２，３７９万７，０００円とい

ったことになります。 

 補正予算の説明は以上ですが、年度内の今後の財

政収支見通しにつきましては地方債、特別交付税、

地方譲与税など現時点では確定していないものが

多くありまして、これらが確定した段階でさらに補

正の必要が生じることになります。その際には、財

政事情を勘案する中で、所要の専決補正を行いたい

と考えていますので、ご了承願いたいというふうに

考えてます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、議会事務局、坂

本次長。 

○事務局次長（坂本英津子） 議会事務局からは歳出

のみ説明をさせていただきます。 

 ２０１ページをお願いいたします。一番上の枠に

なります。人件費、議員共済組合負担金につきまし

て、負担率が下がったことにより２１８万６，００

０円を減額するものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、経営企画課、真

狩課長、どうぞ。 

○経営企画課長（真狩 直哉） ２０３ページをご覧

ください。下から２つ目の枠、企画調整費です。但

馬広域行政事務組合の負担金を８２万７，０００円

の減額としています。これは、前年度事業分の精算

及び人事異動による職員給与の差額の精算による

ものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、ＤＸ・行財政改

革推進課、若森課長、どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 繰越明

許費、債務負担行為、歳出、歳入の順に説明します。 

 なお、歳出、歳入の説明は１００万円を超えるも

ののみとさせていただきます。 

 まず、繰越明許費です。 

 １６４ページをご覧ください。上から３つ目、総

務費、総務管理費の行政情報化推進事業５４０万８，

０００円は、自治体情報システム標準化作業の遅れ

によりガバメントクラウド接続環境整備の一部を

２０２５年度に繰り越すものです。 

 その下、ＤＸ推進事業は、職場のマネジメント等

に関する課題の真因の把握等に時間がかかり、研修

内容の検討が遅れているため、その実施を２０２５

年度に繰り越すものです。 

 次に、債務負担行為です。１６６ページをご覧く

ださい。廃止の表の１つ目、ガバメントクラウド管

理領域構築は、昨日の当初予算の説明で少し申し上

げましたが、想定していた委託先、委託内容では標

準準拠システムの利用に支障があることが判明し

たため、２０２４年度中の契約を見送り、２０２５

年度において管理領域構築と５年間の運用管理を

一括して契約するために廃止するものです。 

 次に、歳出です。 

 ２０５ページをご覧ください。中ほど、行政情報

化推進事業費のうちシステム開発業務委託料マイ

ナス１，０３７万３，０００円は、自治体情報シス

テム標準化に向けた業務のうち、住民記録、印鑑業

務のフィット・アンド・ギャップ作業が委託予定先

の事情により行えなかったことによる減額と先ほ

ど申し上げたガバメントクラウド管理領域構築等

業務の見直しによる減額です。 

 クラウド使用料マイナス１９４万２，０００円は、

職員が現在使用しているテレワークシステムにつ

いて、自治体が無償利用できる期間が延長されたこ

とによる減額等です。 
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 次に、歳入です。 

 １９１ページをご覧ください。一番上の表の３つ

目、不用物品売払い収入１９４万９，０００円は、

更新によって使わなくなった事務用パソコン等の

売払い収入です。 

 １９５ページをご覧ください。下から３分の１ほ

どのとこです。下から１４行目、補助金・交付金の

デジタル基盤改革支援補助金マイナス１，９７２万

円は、自治体情報システム標準化に向けた業務のう

ち先ほど申しました業務に加え、介護保険等のフィ

ット・アンド・ギャップ作業が委託予定者の事情に

より行えなかったことによる減額です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、続いて、資産活

用課、植田課長、どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） それでは、まず、歳

出のほうから説明させていただきます。 

 ページでいきますと、２０１ページ、ご覧くださ

い。これはちょっと、すみません、細かい話になる

んですけども、一番下に公共施設マネジメント推進

事業費がありまして、職員研修に係る旅費などを実

績見込みにより１０万４，０００円減額するもので

す。 

 次に、２０３ページをご覧ください。上から８行

目に基金管理費があります。そのうち資産活用課分

として、その下のほうに公共施設整備基金積立金５，

１５６万１，０００円を増額しております。これは、

未利用地を売却したことに伴う土地売払い収入を

公共施設整備基金に積み立てるものです。 

 そこから６行ほど下に、財産管理費があります。

そのうち資産活用課分としては、業務委託料のうち

測量業務と市有財産の売却支援業務の実績見込み

により不用額として６６０万円減額するものです。 

 続きまして、歳入です。 

 戻っていただいて、１９１ページをご覧ください。

一番上に土地売払い収入があります。そのうち資産

活用課分として４，１５６万１，０００円を増額し

ております。これは、未利用地を売却したことによ

る収入見込みより増額するものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、危機管理課、木

下課長、どうぞ。 

○危機管理課長（木下 喜晴） それでは、危機管理

課分の主なものについて説明させていただきます。 

 まず、歳出です。 

 ２４３ページをお開きください。中段の９款消防

費の２段目、目で言いますと非常備消防費の説明欄、

非常備消防事業費で１，５２７万６，０００円を減

額しております。この内訳といたしまして、消耗品

費で消防団員のヘルメット、夏用の活動服の入札残

で１９９万円の減額、但東第１分団の車庫新築に伴

う投資的委託料の設計監理費で９４万６，０００円、

解体工事費で９０万３，０００円、いずれも減額で

す。 

 額の多いものといたしまして、事業用備品として

消防ポンプ自動車１台、小型動力ポンプ積載車２台、

小型動力ポンプ３台の入札減といたしまして１，０

５９万３，０００円の減額補正としております。 

 ページ替わりまして、２４５ページ、目で言いま

すと消防設備費の説明欄、一番上になります。防火

水槽整備事業費の補修工事費で２９２万９，０００

円を減額しております。これは、防火水槽の漏水修

繕工事に伴いまして使用する材料をより安価で効

果的なものに変更することによりまして、工事費の

縮減が図れたために減額補正を行うものでござい

ます。 

 続きまして、歳入になります。 

 １９９ページをお開きください。説明欄の３段目

になります。消防債の説明欄のところ、消防防災施

設整備事業債ですが、歳出の減額に伴う補正でござ

いまして、消防ポンプ自動車などの更新で１，０５

０万円の減額、３行下になります消防団施設、但東

消防団の車庫整備に関するもので、１９０万円の減

額補正を行うものでございます。 

 続きまして、繰越明許費の補正になります。 

 １６５ページをお開きください。９款消防費の事

業名、非常備消防事業費５，５９６万２，０００円

とその下、防火水槽整備事業費１，６００万円、そ
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の下の消火栓管理費２００万円が危機管理課分と

なっております。非常備消防事業費につきましては、

消防ポンプ等の更新に係るものでございまして、消

防ポンプのベースとなります車、シャシーが法規制

に対応するために生産の開始時期が遅れたことと、

また、従来から続いております半導体不足によりま

してシャシーを生産する台数自体にも制約があっ

たことから、消防ポンプの基になりますシャシーが

メーカーからの納入が遅れたことによりまして繰

越しを行うものでございます。 

 また、防火水槽整備事業費につきましては、出石

町安良に新設する防火水槽につきまして、工事を開

始しましたところ、硬い岩盤層が露出したため、工

法の見直しに伴う工期延長をせざるを得ない状況

が生じましたために繰越しを行うものでございま

す。 

 また、消火栓管理費につきましては、水道管の布

設替えに伴う消火栓の新設改良工事ですけども、水

道管の布設替え工事自体が繰越しになりましたの

で、消火栓工事のほうも繰越しをするというもので

ございます。 

 危機管理課からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、引き続いて税務

課、中奥課長。 

○税務課長（中奥  実） ２１１ページをご覧くだ

さい。真ん中の欄、賦課徴収事務費の手数料ですが、

不動産購買に係る価格調査鑑定料について、実績見

込額により８９万１，０００円減額しております。 

 次に、歳入について説明します。 

 １７６ページをご覧ください。市税におきまして、

今回、６，４７０万円を増額いたしております。 

 まず、法人市民税については、決算見込額により

６，５５０万円を増額しております。 

 次に、固定資産税については、土地と償却資産の

増加により１，３００万円の増額、市たばこ税につ

いては決算見込額により２，０４０万円の減額、入

湯税については決算見込額により６６０万円増額

しております。 

 税務課からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、続いて、消防本

部、中地部次長。 

○消防本部参事（中地  修） それでは、消防本部

に係ります分についてご説明申し上げます。 

 ２４２、２４３ページをお開きください。歳出に

ついてでございます。 

 ９款消防費の下から３枠目にあります職員研修

費の６３万円につきましては、２０２４年度採用職

員のうち３名の職員が救急救命士の資格を有して

いたことから、救急科への入校が不要となりました

ので、減額補正をするものです。 

 次に、消防装備管理費の９５万円につきましては、

災害対応ドローンの事業費確定に伴い減額補正す

るものでございます。 

 次に、一番下の枠にあります豊岡消防署消防設

備・施設整備事業費の３７４万４，０００円につき

ましては、豊岡消防署の救急自動車の事業費確定に

伴い減額補正するものでございます。 

 次に、２４４ページ、２４５ページをお開きくだ

さい。一番上の枠にあります出石分署消防設備・施

設整備事業費の１２２万９，０００円につきまして

は、出石分署の設計業務の事業費確定に伴い減額補

正するものでございます。 

 次に、歳入についてでございます。 

 １８０ページ、１８１ページをお開きください。

１６款国庫支出金の最下段にあります緊急消防援

助隊活動費負担金の４４４万７，０００円につきま

しては、能登半島地震での緊急消防援助隊活動負担

金の令和６年度分が歳入措置されたものでござい

ます。 

 次に、１９８ページ、１９９ページをお開きくだ

さい。中段辺りの消防債、消防防災施設整備事業債

の高規格救急自動車３８０万円、災害対応ドローン

１００万円につきましては、ともに事業費確定に伴

う減額補正でございます。 

 次に、出石分署９０万円につきましては、出石分

署の設計業務に伴い浴室の個室化、トイレの洋式化

等新たに起債の対象となった部分の増額の補正で

ございます。 
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 説明は以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 どうぞ。 

○委員（石田  清） 基金の話で、出し入れがいろ

いろ出てきて、今回は４，０００万円ばかりだった

んですけど、今日の新聞ですか、債権が含み損を出

してると。それで、それ、丸々持つのはいいんです

けども、長期債ならその資金が使えないと、含み損

が発覚してというような話があって、そこら辺、微

妙に調整をしながら、どれだけの資金が要るかって

いうような話で基金の運用もやってるということ

でしたが、豊岡市のことなんですけど、どういう状

況になってますでしょう、そんなひどい状態ではな

いって、名前は上がってませんでしたけど。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○財政課長（長谷川幹人） 基金の運用等につきまし

ては、会計課が実はしておりまして、我々もその委

員になっております。この過去、やっぱり低金利時

代につきましては長期の借入れ、長期の、何ですね、

購入することは大変、ちょっと問題があるというこ

とで、低金利時代のときは購入額も、あと、期限も

なるべく短いもので、金額も少ない条件でそれぞれ

債権のほうを買い入れたということがありますの

で、ほかの今日、新聞にあったような含み損的なの

は多分、ないというふうに我々は想定してます。 

 ちなみに、今から金利が上がっていきますので、

少しこれ、やっぱり積極的に運用すべきかなという

のは想定はしてますが、基本的に会計課さんが担当

になります。以上でございます。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかはどうですか。 

 どうぞ。 

○委員（西田  真） ちょっと２点確認させてくだ

さい。 

 まず、１９１ページ、どちらも１９１ページなん

ですけど、土地の売払いですね、４，１５６万円と

かおっしゃっとったんですけど、その場所ですね、

それと、そして不用物品の売払い収入１９４万９，

０００円ですか、その内容をちょっと教えていただ

ければと思います。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 土地売払い収入の件

ですけども、今年度売れたものですけども、３つあ

りまして、旧、豊岡の西デイサービスセンターが建

物つきで売れたのが１件、もう一つが旧、竹野の大

森小学校を解体して、更地にしてるんですけど、そ

のグラウンドが売れたものが１件、もう一つが但東

の歯科診療所の跡地、今、歯科診療所は但東の庁舎

の中に入ってるんですけども、もともとあった土地

の部分が売れた、この３件で５，１５６万１，００

０円あったということです。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 不用物

品売払い収入でございます。２０２３年度に事務用

のパソコンを更新しました。それに伴って不用にな

ったパソコンを今回売却いたしました。台数にして

３８０台売れました。その他、例えばちっちゃいデ

ィスプレーですとか、付随したものも売っておりま

す。その売払い収入でございます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。 

 ちょっと西デイサービスセンターとか大森小学

校のグラウンド、また、但東の歯科診療所の跡地と

かいうことでしたけど、それぞれの金額を教えてい

ただければと思います。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○資産活用課長（植田 孝志） 金額的には旧、豊岡

の西デイサービスセンターが３，８３３万１００円

で売れてます。続きまして、旧大森小学校のグラウ

ンドが３３７万１，０００円で売れています。旧、

但東の歯科診療所の跡地が９８６万円で売れてま

す。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。 

 これ、合計５，１５６万何ぼっておっしゃいまし

たか。 

○資産活用課長（植田 孝志） ５，１５６万１，０
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００、細かい話は１００円になるんですけども、予

算上は５，１５６万１，０００円ということで組ま

せていただいています。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。 

 それと、若森課長のほうからパソコンの更新に伴

う不用パソコンの売却で３８０台ということであ

りましたけど、これは、以前から言っとられるよう

に、ハードを潰してとかいう話なんでしょうか、ど

うでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） おっし

ゃるとおりでございます。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） 今でもパソコンの中にデータ

は保存されとるんですか、それともサーバーに全部

保存されとるんですか。サーバーに保存されとった

らハードディスク、中身のやつは壊す必要がありま

せんので、もうデータはサーバーのほうに登録する

ようにすればより高く売れると思うんですけど、ハ

ードを潰さずに済みますから、そういうことを今後

考えられるとか、そういう予定も含めて教えていた

だければと思います。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） 業務に

おけるデータはサーバー上に保存するように言っ

ていきます。ただ、例えば外出する、外に持ち出し

て、説明とかするときにどうしてもこれに保存せざ

るを得ない場合があります。なので、現時点ではパ

ソコンに保存してるデータがゼロということはな

いと思います。 

 今後の方向性でございます。西田委員さんおっし

ゃるとおりでございます。もう今後、うちのサーバ

ーではなくて、クラウド上にデータを保存して、そ

のデータを直接作成したり、変更したり、そういっ

た方向に世の中、動いております。それに向けた研

究、検討を今、始めたところでございます。以上で

す。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） ぜひそういうふうに、クラウ

ドとおっしゃいましたけど、そういう格好でやって

いただければと思っております。 

 そして、今回の３８０台の中でハードを潰さない

台数もあるということでよろしいんですかね。その

ハードは潰さなかった台数とかハードを潰した台

数、その辺も教えてください。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） これは

全てハードディスクは潰しております。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） はい。 

○委員（西田  真） それだったら、あれですね、

全てパソコンの中にデータが残っとるということ

で、どういいます、クラウドとか、どういう、サー

バーのほうにはデータを移してないということで

すか。何か移しとるやつもあって、外出する分に対

してはハードの中にデータ残しとるからハードを

潰さなければならないというような答弁だったと

思うんですけど、いかがでしょうか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○ＤＸ・行財政改革推進課長（若森 洋崇） すみま

せん、言葉足らずの説明で失礼いたしました。一旦、

パソコンの中にデータを入れますと、完全に消去す

ることはとても難しゅうございます。普通、私たち

がデリートで消してもまだ記録としては残ってい

ますので、そういったものを絶対に外部に出さない

ようにするためには物理的にハードディスク等の

記録装置を破壊するしかない、今、そういった状況

でございます。先ほど申しましたように、それを今

後改善してまいりたいというふうに研究等してお

るとこでございます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） 若森課長言われるように、表

面上は消えとっても復旧はできます、復活はできま

すんで、そういうことをおっしゃっておられると思

いますんで、その辺も含めて、そしたら、今後、よ

ろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○分科会長（村岡 峰男） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 本議案の討論、表決につきましては、後半の部の

説明、質疑を終えてから実施しますので、ご了承願

います。 

 以上をもちまして前半の部を終了したいと思い

ますが、ここで委員の皆さん、当局職員の皆さんか

ら何かありましたらご発言願います。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ないようですので、当局

職員の皆さんは退席いただいて結構です。お疲れさ

までした。分科会を暫時休憩します。再開は１０時

３０分。 

午前１０時２２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時２７分 委員会再開 

○委員長（村岡 峰男） それでは、１０時３０分を

予定をしておりましたけども、皆さん、おそろいで

すので、休憩前に引き続いて総務委員会を再開いた

します。 

 なお、当局から中川選管監査事務局長の欠席につ

いて申入れがありましたので、ご了承願います。 

 また、同じく当局から説明補助員として竹内選管

監査事務局次長を出席させたいとの申出があり、こ

れを許可しておりますので、ご了承願います。 

 委員の皆さん並びに当局職員の皆さんは、質疑、

答弁に当たりましては要点を押さえて、簡潔明瞭に

行っていただき、スムーズな議事進行にご協力をお

願いをします。 

 なお、委員会及び分科会での発言は、委員長、分

科会長の指名の後、マイクを使用して、課名と名字

を名のってから行っていただきますようにお願い

をしておきます。 

 それでは、前半に引き続き３番、協議事項、付託・

分担案件の審査について、委員会審査に入ります。 

 まず、第１１号議案、豊岡市職員の勤務時間、休

暇等に対する条例及び豊岡市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例制定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 人事課、岡課長、どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） それでは、議案書の７７

ページをご覧ください。第１１号議案、豊岡市職員

の勤務時間、休暇等に関する条例及び豊岡市職員の

育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制

定についてご説明いたします。 

 本案は、育児休業、介護休業等育児又は家族介護

を行う労働者の福祉に関する法律の改正等を考慮

し、本市職員においても仕事と育児、介護を両立で

きるようにするための所要の規定の整備を行おう

とするものです。 

 ８１ページをご覧ください。条例案要綱によりご

説明いたします。今回の改正は、法律の改正に伴い

２つの条例を改正するものです。 

 まず、（１）の豊岡市職員の勤務時間、休暇等に

関する条例につきましては、アとして、職員が請求

した場合に時間外勤務の制限の対象となる職員の

養育する子の範囲について、３歳に満たない子を養

育する職員から小学校就学の始期に達するまでの

子を養育する職員へと拡大すること、次に、イとし

て、配偶者等が介護を必要とするに至った職員に対

する介護両立支援制度等の周知、意向確認等に関す

る規定を加えること、ウとして、介護両立支援制度

等の請求等が円滑に行われるようにするための勤

務環境の整備に関する措置を定めることとするも

のです。 

 次に、（２）の豊岡市職員の育児休業等に関する

条例につきましては、育児休業、介護休業等育児又

は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の改

正に伴い引用する規定の条番号を改めるものです。 

 ２の附則で、この条例は令和７年４月１日から施

行することとしています。 

 ただし、附則第２項の規定は公布の日から施行す

ることとし、経過措置を設けています。 

 なお、８２ページ以降に新旧対照表をつけており

ますので、ご清覧ください。 

 説明は以上です。 

○委員長（村岡 峰男） 説明は終わりました。 
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 質疑はありませんか。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認めます。よ

って、第１１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１０時３１分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時３３分 分科会再開 

○分科会長（村岡 峰男） 分科会を再開します。 

 これより３番、協議事項、付託・分担案件の審査

について、分科会審査に入ります。 

 第１８号議案、令和６年度豊岡市一般会計補正予

算（第１１号）を議題といたします。 

 １８号議案中、当分科会に審査を分担されました

のは、所管事項に係る歳入予算補正、全項目の人件

費を含む歳出予算補正、繰越明許費補正、債務負担

行為補正及び地方債補正についてであります。 

 本案は、年度末における入札残や事業費の確定に

伴うもののほか３月末までの支出予定の精査によ

る不用額等の減額が主なものであります。 

 十分な質疑時間を確保するためにも、当局には不

用額等の減額の場合は高額な部分を、また、不用額

等以外の場合は特に必要があると思われる部分を

説明いただくよう依頼をしております。よって、そ

のような部分がない部署からは説明がありません

ので、委員の皆さんはそのようにご理解願いますよ

う、もちろん質疑は可能です。 

 当局の説明は、まず、人事課から全体の人件費を

含めて説明をいただき、その後、組織順で各担当課

から歳出及び歳入等を一気に説明願います。 

 それでは、順次説明願います。 

 まず、人事課、岡課長、どうぞ。 

○人事課長（岡  亮吾） 一般会計補正予算（第１

１号）に係る人件費の補正につきましてご説明いた

します。 

 事前にお配りしています令和６年度人件費３月

補正予算の主な理由（一般会計）の資料をご覧くだ

さい。今回の補正は１２月議会の補正後に生じまし

た育児休業、会計年度任用職員の未採用による不用

額などを中心に補正を行うものです。 

 それでは、費目ごとに説明いたします。 

 報酬につきましては、２，６０８万２，０００円

の減額としています。主にパートタイムの会計年度

任用職員に係る不用見込額を減額しています。 

 給料につきましては、５９３万７，０００円の減

額としています。正規職員に係る部分休業等の取得

とフルタイム会計年度任用職員に係る不用見込額

を減額するものです。 

 手当てにつきましては、２，７７３万１，０００

円の減額としています。扶養手当など随時異動のあ

った手当、時間外勤務手当、期末勤勉手当の不用額

を減額するものです。 

 共済費につきましては、３，５９４万７，０００

円の減額としています。主に会計年度任用職員の未

採用等に伴いまして共済組合費、厚生年金保険料、

雇用保険料、労災保険料など不用額を減額するもの

です。 

 最後に、負担金につきましては、６，７３０万４，

０００円の増額としています。主に退職手当組合に

対する特別負担金の増額となっています。特別負担

金につきましては、毎年、退職者がほぼ確定するこ

の時期に計上をしているものです。 

 全体としまして２，８３９万３，０００円の減額

をお願いするものです。 

 人件費の補正につきましては、説明は以上となり

ます。 

 続きまして、人事課の所管する補正予算について

ご説明いたします。 

 議案書の２０１ページをご覧ください。右側、説

明欄の下から８行目、職員研修事業費について、不
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用額の減額を行うものです。 

 まず、研修旅費のうち特別旅費５６万２，０００

円を減額しています。 

 次に、研修事業の負担金１１１万９，０００円を

減額しています。内訳としましては、但馬広域行政

事務組合主催の但馬市町合同研修会の新任職員研

修に係る精算で４３万７，０００円の減額と日本経

営協会の研修受講者確定に係る精算で６８万２，０

００円の減額としています。合計１６８万１，００

０円の減額を行うものです。 

 人事課からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、総務課、太田垣

課長、どうぞ。 

○総務課長（太田垣健二） それでは、総務課が所管

いたします全１３事業のうち５つの事業について

決算見込み及び事業費の確定による不用額の減額

を行うものでございます。 

 では、主なものについてのみ説明を申し上げます。

２０１ページをご覧ください。真ん中辺り、一般管

理費でございます。決算見込みによりまして用紙代、

郵便料等事務費及び補助金を合わせまして合計で

２７０万円減額をするものでございます。 

 続きまして、２０３ページをご覧ください。説明

欄の１行目、庁舎管理費でございます。これも決算

見込みによりまして燃料費、それから光熱水費の減

額及び事業費の確定による委託料の減額と合わせ

まして合計３６５万１，０００円減額をするもので

ございます。 

 続きまして、２１５ページをご覧ください。真ん

中の表の１つ目の欄、調査員確保対策事業費でござ

います。これは統計調査員となる意思のある方の募

集、登録、資質向上を図ることを目的とした県から

の委託事業でございますが、県からの委託料の確定

に合わせまして需用費を９，０００円減額させてい

ただくものでございます。 

 続きまして、歳入でございます。 

 １８９ページをご覧ください。１８９ページの真

ん中の表の上から２つ目の欄、統計調査員確保対策

事業委託金でございますが、先ほど説明申し上げま

したけども、確定した県からの委託料の額に合わせ

まして９，０００円減額をさせていただくものでご

ざいます。 

 最後に、繰越明許費補正でございます。 

 １６４ページをご覧ください。２款総務費、総務

管理費の庁舎管理費４，４２０万円ですが、これは

本年、２０２５年の２月に契約を締結いたしました

本庁舎及び稽古堂の照明設備のＬＥＤ化工事に係

る前払い金の支払いのための工事費について繰越

しをお願いするものでございます。 

 総務課からは以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、続いて、地域づ

くり課、井上課長、どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 地域づくり課所管

分について、主なものを説明させていただきます。 

 ２０７ページをお願いいたします。初めに、歳出

からです。 

 下から２枠目、地域コミュニティ推進費のうち、

３つ目の項目、コミュニティセンター管理費ですが、

これを８６２万５，０００円減額するものでござい

ます。高橋地区コミュニティセンターの長寿命化工

事及び中竹野地区コミュニティセンターの実施設

計完了に伴う委託料と工事費の減額が主な要因と

なっております。 

 次に、２０９ページをお願いいたします。上から

１１行目、定住推進事業です。学生向けシェアハウ

スへの改修補助金については、申請がなかったため、

３件分、１，２６０万円を減額するものでございま

す。 

 同じページの下から７行目、地域おこし協力隊推

進事業費で、このうち１，２３６万２，０００円が

地域づくり課分となっております。一番下の起業支

援事業補助金について、今年度８名の協力隊員の申

請を予定していましたが、３名の申請にとどまり、

また、２００万円の上限に満たない申請もあったた

め、１，１８６万２，０００円を減額しようとする

ものでございます。 

 続きまして、歳入です。 

 １８５ページをお願いいたします。一番下の枠で
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すが、空き家活用支援事業費補助金は、先ほど説明

しました学生用シェアハウスの県からの補助金で、

歳出の減額に伴い６００万円を減額するものでご

ざいます。 

 次に、１９７ページをお願いいたします。中段の

総務管理債のコミュニティセンター整備事業債で

７９０万円の減額としております。２つのコミュニ

ティセンターの整備について、歳出の減額に伴う減

額としております。 

 その他につきましても、全て執行見込みによる補

正となります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、多様性推進・ジ

ェンダーギャップ対策課、木内課長、どうぞ。 

○多様性推進・ジェンダーギャップ対策課長（木内 

純子） 補正予算について、主な事業についてご説

明いたします。 

 まず、歳出ですが、２０６ページ、２０７ページ

をご覧ください。一番下の枠、地方創生推進事業費

の人件費ですが、相談員については実績見込みによ

り不用額３０万５，０００円の減額です。 

 就労支援員につきましては、人事課の人件費予算

で対応しましたので、５３万５，０００円の減額と

なっております。 

 その他の事業につきましては、実績見込みにより

不用額を減額しています。 

 次に、歳入です。 

 １８２、１８３ページをご覧ください。一番上の

枠、総務費国庫補助金の上から３行目、地域女性活

躍推進交付金ですが、先ほど歳出で説明した就労支

援員の人件費の減額に伴い４０万１，０００円を減

額したものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、竹野振興局地域

振興課、小林課長、どうぞ。 

○竹野振興局地域振興課長（小林 昌弘） ２０５ペ

ージをご覧ください。一番下の枠、竹野振興局庁舎

管理費の補正です。今年度実施しています竹野庁舎

照明設備ＬＥＤ化工事について、予算要求時から改

修内容を精査したこと及び入札減などにより実施

設計業務委託料８万５，０００円及び改修工事費９

０４万５，０００円を減額するものです。 

 次に、歳入についてですが、戻っていただきまし

て、１９７ページをご覧ください。下の枠の一番上、

総務債のうち、上から４行目、庁舎整備事業債の竹

野庁舎８８０万円の減額は、先ほど説明しました竹

野庁舎の照明ＬＥＤ化工事の減額に係る分となり

ます。 

 最後に、第３表、地方債補正についてです。 

 １６７ページをご覧ください。上から４行目の庁

舎整備事業債の竹野庁舎分ですが、補正前４，３１

０万円を８８０万円減額し、３，４３０万円とする

補正については、ただいま説明しました市債に当た

るものとなります。 

 竹野振興局からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、出石振興局地域

振興課、三宅課長、どうぞ。 

○出石振興局地域振興課長（三宅  徹） それでは、

２５１ページをご覧ください。中央の枠の上から３

つ目、伝統的建造物群保存地区保存事業費について

は、伝建修理事業の入札減による補助金の減額９８

万４，０００円など不用額の合計１４６万４，００

０円を減額するものです。 

 次に、歳入についてご説明いたします。 

 １９５ページをご覧ください。下から６つ目の項

目、事業協賛金の歌舞伎開催事業です。出石高校の

１年生の団体観劇における入場料の支援目的で、株

式会社出石まちづくり公社から生徒１人当たり５，

０００円、合計３９万５，０００円を協賛金として

受けるものです。 

 その下の項目、事業助成金の永楽館自主事業助成

金３００万円は、今年度の永楽館歌舞伎開催事業に

対し日本芸術文化振興会からの助成決定が得られ

たことによるものです。 

 同じページ、一番下の項目、市民会館等入場料の

永楽館の項目は、同じく永楽館歌舞伎開催事業に係

る入場料収入を７，０１５万６，０００円見込んで

いましたが、実績に合わせ５２５万円を減額するも
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のです。 

 私からは以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、但東振興局地域

振興課、道下課長、どうぞ。 

○但東振興局地域振興課長（道下  一） 但東につ

きましては、２０７ページでございます。説明欄、

上から３段目、但東振興局庁舎管理費の光熱水費、

電力使用料が２００万円の減額としております。電

力費、特に突出するようなこともなく、安定的に推

移いたしましたので、こちらを２００万円減額した

というところでございます。 

 説明、以上でございます。 

○分科会長（村岡 峰男） 続いて、会計課、西村課

長。 

○会計課長（西村 嘉通） 会計課の関係分につきま

してご説明させていただきます。 

 初めに、歳出です。 

 ページ数は２０３ページをお願いいたします。説

明欄、上から８行目の基金管理費のところをご覧く

ださい。内訳で、何々基金（利子）としているもの

が会計課の所管になります。全部で１３項目ござい

まして、利子の分だけの補正額の合計が１，０３５

万円になります。これは、基金の運用に伴う利子収

入を基金に積み立てるもので、決算見込みにより増

額するものでございます。 

 次に、歳入です。 

 戻っていただき、ページ数、１８９ページをお願

いいたします。ページの一番下の枠で、基金運用利

子のところをご覧ください。これは、先ほど歳出で

ご説明いたしました基金積立金に対応する基金運

用の利子収入です。同じく決算見込みにより増額し

ようとするもので、補正額は、同じく１，０３５万

円、内訳の項目、金額とも歳出のものと対応してお

ります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） 次に、選挙監査事務局、

竹内次長、どうぞ。 

○選管監査事務局次長（竹内 健作） 議案書の２１

３ページをご覧ください。上段の枠内にあります衆

議院議員選挙費です。令和６年１０月２７日に衆議

院議員選挙が執行され、この選挙に要した支出経費

の実績による不用額を減額するものです。主なもの

につきましては、上から９行目の消耗品費の６５９

万４，０００円で、これはポスター掲示をはじめと

し、事務用消耗品等を減額するものです。 

 また、そこから５行下、手数料５３万８，０００

円の減額は、開票事務に係る機器調整料の一部が不

用になったためです。 

 人件費を合わせた不用額の合計として１，４０２

万円を減額するものです。 

 次に、同じページの下の枠をご覧ください。兵庫

県知事選挙費ですが、これは令和６年１１月１７日

に県知事選挙が執行されたもので、この選挙に要し

た支出経費の実績による不用額を減額するもので

す。主なものとしましては、説明欄の枠の一番上、

人件費の会計年度任用職員の報酬１７１万２，００

０円ですが、これは補助職員の経費が減額になった

ものです。 

 また、この枠のちょうど中央辺りの通信運搬費６

４万５，０００円は、主に郵便料が不用となったた

めです。 

 県知事選の事務経費の減額３１５万９，０００円

に人件費を合わせた不用額の合計として９３２万

７，０００円を減額するものです。 

 次に、２１５ページをご覧ください。一番下の枠

内、監査事務費ですが、主に上部団体などが総会、

研修会を書面などによる開催に変更したことに伴

う不用額の減額です。費用弁償６万７，０００円を

はじめとして合計２７万３，０００円を減額するも

のです。 

 最後に、歳入ですが、１８９ページをご覧くださ

い。上から２つ目の太枠内の説明欄、兵庫県知事選

挙事務委託金と衆議院議員選挙事務委託金ですが、

支出の実績による交付金の見込みにより合わせて

１，６０２万２，０００円を減額補正するものです。 

 説明は以上となります。 

○分科会長（村岡 峰男） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 
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 どうぞ。 

○委員（石田  清） ちょっと予算から離れる話か

もしれませんけども、２０１ページの地区集会施設

整備費ですね、マイナス１００万円減額ということ

なんですが、今年度、何件ありましたか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○総務課長（太田垣健二） ２０２４年度でございま

すが、全部で実績といたしまして７件で、額でいき

ますと、決算見込額でございますが、１，１１８万

２，０００円ということでございます。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（石田  清） もう一つ、最小事業費ってい

うのが何か設定されてあったと思うんです。それは

幾らでしたか。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○総務課長（太田垣健二） 新築の場合ですと４００

万円以上の事業費で、改修の場合ですと２００万円

以上で、補助率は４分の１で、最大で新築も改修も

天は５００万円ということでございます。 

○委員（石田  清） ありがとうございます。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（石田  清） ちょっと感想だけ言っときま

すけども、弱小の地区にとっては非常に使いにくい

規定だったなというふうに思っとりまして、それだ

けの事業費ができるとこなら補助なんかなくても

できそうなというような感覚を受けたもんですか

ら、ちょっと感想だけ言っときます。 

○分科会長（村岡 峰男） 感想だけでいいですか。 

○委員（石田  清） はい。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかはどうですか。いい

ですか。 

○委員（西田  真） ちょっと１点だけ。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） どこだ、２０９ページの学生

向けシェアハウス１，２６０万円、応募なしという

ことでしたけど、周知方法はどんな感じでやられと

って、応募がなかったんですか、その辺、確認させ

てください。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 周知は市の広報で

すとかホームページとかでさせていただいており

ましたし、実際に相談には四、五件は来られていた

というふうに認識しております。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） なかなかこのシェアハウスの

補助は応募があるんかなと思ったりしとったんで

すけど、四、五件の相談で、実際はゼロだったとい

うことで、ちょっと残念だったなと思います。 

 担当のほうとしてはどうでしょうか、思いは。 

○分科会長（村岡 峰男） はい、どうぞ。 

○地域づくり課長（井上 靖彦） 思いは残念でござ

いますけど、県の補助金と併せてやりますので、県

の基準のやはり耐震化、耐震基準があります。そこ

で結構お金がかかるっていうことで諦められる方

も多いというふうに聞いておりますので、残念は残

念ですけど、ただ、専門職大学の学生がなるべく安

価で住めるようにということで２０２２年度から

進めておりますが、実際、今、民間のアパートのほ

うもたくさんあって、一応受入れはできてるという

ことは聞いてますので、シェアハウスについてもう

少し安いところができればいいなというふうに思

っております。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） どうぞ。 

○委員（西田  真） こういうことはもう学生向け

で当然、されるべきだと思いますし、周知が足らな

いかなと私、思ったんでちょっと質問させていただ

きました。市広報とかホームページとか、いろんな

媒体で周知されることが必要だなと思ってますん

で、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

○分科会長（村岡 峰男） ほかにはありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、それでは、質疑

を打ち切ります。 

 ここで討論かな。（「うん」と呼ぶ者あり） 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） 前半部分も含めてありま

せんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） 討論を打ち切ります。 

 お諮りいたします。本案は、原案のとおり可決す

べきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ご異議なしと認めます。

よって、第１８号議案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定しました。 

 以上をもちまして後半の部の全体での審議は終

了いたしたいと思いますが、ここで委員の皆さん、

当局職員の皆さんから何かありましたらご発言を

言ってください。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ないようですので、当局

職員の皆さんは退席いただいて結構です。お疲れさ

までした。 

 分科会を暫時休憩します。 

午前１０時５６分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５７分 委員会再開 

○委員長（村岡 峰男） では、委員会を再開します。 

 これより３番、協議事項、意見・要望の取りまと

めについてであります。委員会意見・要望の取りま

とめに入ります。 

 当委員会に審査を付託されました案件の本日の

審査は終了しましたので、ここで委員会意見・要望

として委員長報告に付すべき内容についてご協議

いただきたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午前１０時５８分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５８分 委員会再開 

○委員長（村岡 峰男） 委員会を再開します。 

 委員会意見・要望意見がありませんので、正副委

員長に一任願いたいと思いますが、ご異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 次に、委員長報告についてでありますが、内容に

つきましては正副委員長に一任願いたいと思いま

すが、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 委員会を暫時休憩します。 

午前１０時５９分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前１０時５９分 分科会再開 

○分科会長（村岡 峰男） 分科会を再開します。 

 これより協議事項、意見・要望の取りまとめにつ

いて、分科会意見・要望の取りまとめに入ります。 

 当分科会に審査を分担されました案件の本日の

審査は終了しました。 

 ここで分科会意見・要望として予算決算委員会に

報告すべき内容について協議いただきたいと思い

ます。 

 昨日審査を行いました第２８号議案、令和７年度

豊岡市一般会計予算に対する分科会意見・要望につ

いて、正副委員長でまとめた案文をＳｉｄｅＢｏｏ

ｋｓに配信しております。 

 まず、この案文について協議したいと思います。 

午前１１時０１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時０６分 分科会再開 

○分科会長（村岡 峰男） じゃあ、今、案から「国

や」を取るということでご了解願いますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） それでは、いいですね、

ご異議なしと認め、そのように決定しました。 

 次に、分科会長報告についてですが、内容につき

ましては正副分科会長に一任願いたいと思います

が、ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（村岡 峰男） ご異議なしと認め、その

ように決定しました。 

 以上で分科会を閉会します。 
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午前１１時０７分 分科会閉会 

──────────────────── 

午前１１時０７分 委員会再開 

○委員長（村岡 峰男） 委員会を再開します。 

 閉会中の継続審査申出について、これより閉会中

の継続審査申出についてに入ります。 

 資料５ページにあります委員会重点調査事項を

閉会中の継続審査事項として議長に対して申し入

れしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） じゃあ、異議なしと認め、

そのように決定しました。 

 これより４番、その他に入ります。 

 その他、委員の皆さんのほうから何かあればお願

いします。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（村岡 峰男） 以上をもちまして総務委員

会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

午前１１時０８分 委員会閉会 

──────────────────── 


